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降),国立国会図書館参考書誌部編 『人物文献索引』(人文編,1967年.経済 ･社会編,1969年.法律 ･
政治編,1972年),慶応義塾大学三田情報センタ一編『経済学関係記念論文集記事索引』(1971年),国立




































































































B カウツキー邦語研究論文 目録 (ⅠⅠ-126-236)
ⅠⅠ ルクセンブルク (RosaLuxemburg,1870od.71-1919)邦語文献 目録
A ルクセ ンブルク邦訳著作 目録 (Ill- 1-163)
a 手紙 (ⅠⅠ- 1-17)
b 演説 (ⅠⅠ-18-34)
C 論文 (Ⅰト 35-129)
d パンフレットおよび著書 (lIト 130-163)
B ルクセンブルク邦語研究論文 目録 (lil-164-353)- 以上本号
ⅠⅤ ヒルフアデ ィソグ (RudolfHilferding,1877-1941)邦語文献 目録- F大学院紀要』第9号,所収.
Ⅴ 帝国主義論史 ･方法論関係邦語文献 目録- 以下本誌次号掲載 予定
ⅤⅠ ドイツ社会民主党 ･ドイツ共産党関係邦語文献 目録
VI 〔Ⅰ～ⅠⅤ以外の〕個人別邦語文献 目録
本稿はなにぶんにも個人の仕事であるために,思わぬ見落 としや感違いな どの不備があ りはしない
か と慣れている｡研究者 ･ライブラリアン双方か らの御教示を頂 ければ幸いである｡




1 金T,Si貿之助訳 Fマルクシズム批判j岩波召店,1926年5月 (35,9,3,53,516p.)
2 松下芳男訳 r-"レキシズムの改造｣F世界大思想全集j47,春秋社,1928年10月 (pp.1-309)
3 守田右秋･松下芳男訳 ｢マルキシズムの修正｣r社会思想全集j13,平凡社,1929年11月 (pp.1-372)
4 松井隆一抄訳 ｢恐慌と近代的経折の適応能力｣卜 ルクス恐慌理論J叢文闇,1931年6月 (pp.117-154)






9 佐瀬昌盛訳 ｢社会主義の諸前出と社会民主主義の任務｣清水幾太郎責任編集 F現代思想｣7,ダイヤモンド社,1974
年2月 (pp.1-289)
Wl'eisllL･isseJlSChaftlclerSozialis17lZESI710gl'cl.?,Berlin1901.













15 上田肇訳 F社会主義の過去及現在一一過去及現在に於ける社会主義の論争問題j日本評論社 (社会文庫22)1936年6
月 (5,1,6,387p.)
DasGb'rlitzerProgyzZmmderSozialdemokylat1-schenPa71eiDezLtSChlands,Berlin1922.








19 〔無署名〕｢社会学的進化論としての社会主義- 社会主義の論争に関する紹介｣F改造』4-2,1922年2月 (pp.
85-92)
〔原タイ トル名不明〕
20 〔無署名〕｢同盟罷工防遇の方法｣r日本経済新語』〔河上肇編輯 ･発行〕3-1,1908年 4月 (pp.21-22)
B ベル ンシ ュタイン邦語研 究論文 目録
窒伏高信 ｢カウツキーとベルンシュタイソ｣F改造j3-13,1921年書-Iト 126
金原賢之助 ｢ベルンシュタインとマルクス主義｣F三田学会雑誌』16-1,1922年1月 (pp.80-89)
小泉信三 ｢ベルンシュタインのポルシ-ギズム批評｣Ltm F財政経済時制 10-4〔5〕,1923年3月1日(pp.12-16).
10-6,1923年3月15日 (pp.12-16)




27 小泉信三 ｢マルクシズムとマルクス修正主義 (近世社会思想大略第18講)｣F財政経済時報｣13112,1926年 9月(pp.
6-16)/ F近世社会思想史大要j岩波書店,1926年11月 (pp.256-281)/ F小泉信三全集j8,文芸春帆
1968年1月 (pp.186-203)-ⅠⅠ-128
28 榎本謙輔 〔波多野鼎〕｢ベルンシュタインの唯物史観修正論の批判｣F社会思想』5-10,1926年10月 (pp.17-37)
29 河合栄治郎 ｢紹介及批評ベルンシュタイ1/の F追放時代iJF経済学論集i〔東京帝大〕5-3,1926年12月 (pp.
251-273)/ F英国社会主義史研究j(河合栄治郎選集 4),日本評論社,1948年2月 (pp-483-506)/ F河倉
栄治郎全集j5,社会思想社,1968年3月 (pp.377-396)









33 新明正道 F修正派マルクス主義]鱒書房 (社会思想新書7),1947年2月 (156p.)
34 大野英二 ｢改良主義の窮乏化理論｣r経済論叢j〔京都大〕63-3･4,1949年4月 (pp.24-51)/岸本英太良β編 r資
一本主義と貧困｣日本評論新社 (社会科学双喜El14),1957年1月 (pp.1-35)-I1.-142,149
35 平井新 ｢ベルンシュタインの "社会主義の諸前提と社会民主党の任務"｣大河内一男･石上良平 ･平井新･小林珍雄 ･
中村智編 卜7ルクスに代る学説 ･20集｣自由国民社,1950年11月 (pp.155-172)-I-36,37,Iト147
6 久保田明光 ｢修正主義におけるイギリス型とドイツ型｣卜りレタスに代る学説･20割 〔-I-35〕(pp.295-303)
7 宮川実 ｢マルクス主義の基本的な考え方｣rマルクスに代る学説･20集｣〔-Ⅰ-35〕(pp.321-344)-IV-54
8 長坂聡 ｢ベルンシュタインの r金融資本論｣批判をめく･って｣F社会科学研究)〔東京大〕4-4,1954年5月 (pp.
128-134)-→ⅠⅤ一65
39 広田司朗 ｢ベルンシュタインの財政思想｣(1x2)r山口経済学雑誌｣5-11･12,1955年3月 (pp.42-59).611･
2,1955年5月 (pp.39-57)




42 中村建治 ｢相対的窮乏化理論と絶対的窮乏化理論｣向坂逸郎編 Fマルクスの批判と反批判J(マルクス･エンゲルス選
集16)新潮k,1958年3月 (pp.161-178)-Ⅰ-43,I-158,159,1I-211
43 岡茂男 ｢r修正派J論争- 工業における資本主義の発達｣Fマルクスの批判と反批判J〔-I-42〕(pp.255-279)
44 竹内良知 ｢修正主義｣山崎正一･岩崎武雄 ･原佑･末木剛博編 F講座現代の哲学J4(マルクス主義),有斐閣,1958
年6月 (pp.71-105)
5 林陸太郎 ｢修正主義の現代的意義｣F社会思想研究1ll-1,1959年1月 (pp.3-12)




48 熊谷一男 ｢ベルンシュタイン r修正主義論Jの再検討- 帝国主義論史との関連で｣井汲卓一 ･佐藤昇 ･長洲一二 ･
水田洋編r講座現代のイデオロギーj4(現代資本主義とマルクス主義),三一望房,1962年10月(pp.109-146)
49 福田豊 ｢改良主義は何故発生したか- ベルンシュタインと独社会民主党の道｣r社会主義｣134,1962年11月 (pp.
40-47)
50 浅井啓吾 ｢ドイツ社会民主党史研究序説- 世紀転換期における正統主義と修正主義をめく･って｣L[灯Rr経済系｣〔関
東学院大〕57,1963年7月 (pp.42-63).59･60,1964年3月 (pp.53-82)-Ⅰト 168
51戸原四郎 ｢修正主義論争｣退部久蔵 ･大内力 ･玉野井芳郎 ･大島括 ･杉本俊朗 ･三宅義夫編 r資本論講座17(恐慌
資本論以後),青木召店,1964年3月 (pp.273-282)-lV-121
52 水田洋 ｢ヨ-ロツパ社会主義思想におけるマルクス主義の位置- ひとつの試論｣F思想J486,1964年12月 (pp.2
-12)-Ⅰ-171








57 清水幾太郎 ｢社会主義老たち｣F現代思想｣上,岩波全書266,1966年4月 (pp.66-100)
58 浅井啓吾｢第1次ロシア革命とドイツ社会民主党- 正統派と修正派のロシア革命論｣F経済系169,1966年6月(pp.
91-98)-ⅠⅠ-176
59 西川正雄 ｢ドイツ第2帝政における社会民主党- F修正主義論争Jの背景｣日本政治学会編 F年報政治学 西欧世界
と社会主義J,岩波書店,1966年9月 (pp.55-88)-ⅠⅠ-177
0 美馬孝人 ｢ベルンシュタイン論争と窮乏化理論｣F北大経済学j10,1966年11月 (pp.82-121)-II-180
1 長坂聡 ｢ベルンシュクイソと修正主義の背景｣r唯物史観J4,1967年4月 (pp.13ト 140)
2 久松俊一｢ベルンシュタイン社会経済思想の生成- F修正主義)の形成過程(I)｣r経済論叢199-5,1967年5月(pp.
58-77)
上林貞治郎 ｢F資本論｣と修正主義 ｢理論｣ F経済137,1967年5月 (pp.231-250)-I1-181,IV-137
久松俊一 ｢ベルソンュタイソの社会観- r修正主義｣の形成過程(2)｣F経済論叢j100-1,1967年7月(pp.39-58)
古沢友吉 ｢r資本論j論争の導火線- ベルンシュタイン-カウツキー論争｣越村信三郎･石原忠男･古沢友吉編 F資
本論の展開- 批判 ･反批判の系譜j同文館,1967年12月 (pp.23-42)-Ⅰト 183,Il-257




68 倉田稔｢r金融資本論｣の成立- ヒル77ディソグのベルンシュタイン修正主義批判｣F思想1585,1973年3月 (pp.
105-126)/r金融資本論の成立｣青木書店,1975年7月 (第1章)-IV-188
69 村山高康 ｢ベルンシュタイン思想の再検討｣F労調時報j627,1973年4月●






74 升味準之輔 ｢ソレル･ベルンシュタイン･ルクセンブルク- ユートピアと権力 (その2)｣F法学会雑誌｣〔東京都立
大〕16-1,1975年8月 (pp.77-184)-ⅠⅠ-320
75 松岡利通 ｢帝国主義論の学説史的研究- ドイツ社会民主党を中心に｣F経済学史学会年報｣13,1975年11月 (pp. 1
-12)-1Ⅰ-212,Ⅰト325,IV-214
76 市原健志 ｢SPDの資本主義の発展段階認識と対外政策- 19世紀末 r修正主義論争』の帝国主義論史上における意
義についての一考察｣F商学論纂j〔中央大〕1811,1976年5月 (pp.43-79)-II1214
77 関嘉彦 ｢ベルンシュタインの英国生活｣し耶 F同盟｣222,1977年1月 (pp.29-36).223,1977年2月 (pp.31-39)
78 淡路憲治 ｢F崩壊剤 とベルンシュタイン- 晩年のエンゲルスとべ′t,//シュタイン｣入江節次郎･星野中編 F帝国主
義研究jII,御茶の水書房,1977年3月 (pp.91-137)-II1220,II-329,IV1234
79 加藤誠一 ･渡辺俊三 ｢ E .ベルソシュタイソを中心とする修正主義論争の再検討- 中小企業の存続要因にかんする
視角からの一考察｣r経営経済j〔大阪経済大〕13,1977年3月 (pp. 1-17)
8t) 相田慎一 ｢修正主義論争- いわゆる崩壊理論をめぐって｣古沢友吉編 F講座経済学史j4(マルクス経済学の発展),
同文館,1977年4月 (pp.45-67)-ⅠⅠ-221,1ト330,IV-237
81 LLl本暗義 ｢ベルンシュタイン主義と新カント主義｣(1x2)r大阪経大論集j126,1978年11月 (pp.84-100).127･128,
1979年3月 (pp.311-323)
82 関嘉彦 ｢ベルンシュタイソと民主社会主義｣(1)～(18)F革新J100,1978年11月 (pp.90-103)～118,1980年5月 (pp.
194-202)
83 渡部恒夫 ｢社会政策論とローザ ･ルクセンブルクによるベルンシュタイ-/理論の批判｣(1x2)F鹿児島経大論集1211
1,1980年4月 (pp.1-21).21-2,1980年7月 (pp.31-58)-Ⅰト 346
-187-







1 喜多野清一訳 ｢基督教の成立｣岩波文鼠 1929年12月 (pp.47-115)
･DasElendderPhilosophic"und-DasKapital",NZ,4.Jg"1886,S.7-19,49158,117･29,157･65.[381]
2 赤松五百暦抄訳 ｢マルクス資本論第2巻略解｣(1x2)r我等j8-3,1926年3月 (pp.67-77).8-4,1926年4月
(pp.61-75)
KarlMa7C'b'konoJm'scleLeh71en,Stuttgart1887.〔417〕
3 高畠素之抄訳 ｢資本論解説｣r新社会j3-6,1917年2月 (pp.47-55)～●
4 高畠素之訳 Fマルクス資本論解説｣売文社出版部,1919年5月 (41,12,462p.)
5 高畠素之訳 ト ルクス資本論解説｣三田書房,1919年5月 (41,12,462p.)
6 高畠素之訳 Fマルクス資本論解説J大鎧聞,1921年■
7 高畠素之訳 r改訂資本論解説｣而立社,1924年7月 (22,15,426p.)
8 高畠素之訳 f改訳資本論解説jアテネ書院,1925年6月 (22,15,426p.)
9 石川準十郎訳述 Fマルクス経済学入門j新潮社 (社会哲学新学説大系9),1925年7月 (3,8,236p,)
1D 高畠素之訳 F改訳資本論解説｣改造社,1927年3月 (17,10,308p.)
11 佐多忠隆訳 F新版資本論解説』改造社,1932年10月 (15,7,397p.)
12 大里伝平訳 r資本論解説j岩波文庫,1933年11月 (369p.)




14 堺利彦 ･山川均抄訳 ｢ェソゲルス伝｣Fマルクス伝 附エンゲルス伝｣大鎧閣 (レッド･カヴア叢書1),1920年1月
(付録pp.1-28)
15 大内兵衛訳 ｢フリードリッヒ･エンゲルス｣(1ト(3日我等J8-3,1926年3月 (pp.52-58).8-4,1926年4月
(pp.43-60).8-5,1926年5月 (pp.41-56)
16 大内兵衛訳 ｢フリードリッヒ･エンゲルス 彼の生涯,彼の活動,彼の著作｣櫛田民蔵 ･大内兵衛訳 rマルクス･エ
ンゲルス評伝j同人祉 (我等叢書 1),1926年7月 (pp.91-175)
TJLOfluZSMoTleE1ldsei71eUtoZIie.Niteiner/lisloriscJlenEinleitlEng,Stuttgart1888.6.Aufl.,Berlin1926.〔454〕
17 高橋正男訳 Fトマズ･モー7とそのユウトビ71繁共闘,1928年5月●
18 渡辺義晴訳 Fトー マス･モー7のそのユ-トビ7J東京教育召林,1957年10月 (9,366,6p.)




20 宗道太訳 r7ラ-/ス革命時代に於ける階級対立j叢文閤 (マルクス主義名著叢書3),1928年9月 (1,5,115p.)
21 マ′レタス書房編輯部抄訳 ｢サンキュロット派｣rマルクス学教科割 5,マルクス書房,1929年4月 (pp.90-104)
22 日高明三訳 Fフラソス革命時代の階級対立jアカギ書房,1946年10月 (127p.)
23 堀江英一 ･山口和男訳 Fフランス革命時代における階級対立｣岩波文庫,1954年5月 (145p.)
D2SEduyierP710g72mminseinemgnLndsd'tzlzlchenTele71d'ute71,Stuttgart1892.5.AufZ.,Stuttgart1904.〔551〕
24 河上蛮抄訳 ｢社会主義と各種階級の人々｣(1x2)r社会問題研究1ll,1919年12月 (pp.23-32).13,1920年3月 (pp.
17-27)
三輪寿壮訳 r社会民主党綱領- エルフル ト綱鼠ヨ大鎧聞,1923年2月 (2,21,5,359p.)
三輪寿壮訳 r社会民主党綱領解説- エルフル ト綱領J弘文堂 (社会思想叢書3),1925年6月 (4,28,6,457p.)
三輪寿壮訳 F社会民主党綱領解説 (エルフル ト綱領)j而立社,1925年'
マルクス書房編輯部抄訳 ｢小生産の滅亡｣Fマルクス学教科書j1,1927年●
マルクス書房編輯部抄訳 ｢ルソペソプロレタリアート｣Fマルクス学教科割 4,1929年4月 (pp.89-92)
赤松克麿訳 ｢エルフル ト綱領｣F社会思想全剰 12,平凡虹 1929年8月 (pp.1-280)-Iト 65,102,106
三輪寿壮訳 rエルフル ト綱領解説J改造文庫 1-105,1930年9月 〔覆刻版,1977年〕(295p.)
都留大治郎訳 ｢ェルフル ト綱領解説｣｢世界大思想全集j2-14,河出書房,1955年9月 (pp.1-167)-ⅠⅠ-83,
115
DieVorld'uJerdesNeuerenSozklismus,Stuttgart1895.2.Auf1,1909.〔614〕
33 マルクス書房編輯部抄訳 ｢原始基督教の共産主義｣Fマルクス学教科書j5,1929年4月 (pp.7-17)/同抄訳 ｢グ
ッシストの戦争｣(pp.29-40)
34 栗原佑訳 r中世の共産主義｣法政大学出版局,1980年7月 (Xvi,360,xiip.)
DieInteligenzunddieSozialdemokratie,NZ,13.Jg.,2,Bd.,1895,S.10･16,43-49,74180.[622]




36 マルクス書房編輯部抄訳 ｢自然一人問生体一社会｣rマルクス学教科割 3,1928年10月 (pp.162-163)
KonsILmVerdneundAylbeite71be比,egung,Wien1897.〔649〕
37 村山垂忠訳 F消費組合と労働運動J章文聞,1928年4月 (1,2,57p.)
WaswilundkanndiematerialistischeGeschichtsauffassungleisten?,NZ,15.Jg.,1.Bd.,1897,S.213-18,228-
38,260･71.〔653〕
38 マルクス書房編輯部抄訳 ｢技術の発達｣Fマルクス学教科割 3,1928年10月 (pp.139-142)
39 同抄訳 ｢社会に於ける個人の役割｣Fマルクス学教科割 6,1929年6月 (pp.180-188)
AltereundneuereKolonialpolitik,NZ,16.Jg.,1.Bd"1898,S.769-81,801-16.[675]
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137 大内兵衛｢ドイツ社会民主党の農業綱銃について｣r月刊大原社会問題研究所雑誌j311,1936年1月(pp.31-55)
138 宇野弘蔵 ｢社会党の関税論- 1898年ドイツ社会民主党大会に於ける論議を中心として｣r経済学1〔東北帝大〕4,
1936年5月 (pp.1-52)/r農業問題序説]改造社,1947年11月 (pp.126-188)/T農業問題序説｣増補版,
青木召店,1965年6月 (pp.199-250)/ F宇野弘蔵著作集｣8,岩波吉店,1974年5月 (pp.164-213)
139 大形太郎 ｢F修正主義Jの貨幣理論- カウツキ-.ヒル77-ディソグ｣Fマルクス主義貨幣論]岩崎書店,1948年
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158 中村建治 ｢相対的窮乏化理論と絶対的窮乏化理論｣1958年3月 〔-Ⅰ-42〕
759 岡茂男 ｢F修正派J論争- 工業における資本主義の発達｣1958年3月 〔-I-42,43〕
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評論社,1969年7月 (pp.27-73)
-195-
188 穴見博 ｢農業生産協同組合の展望- カウツキー説とダヴィッド説｣r農業総合研究｣2411,1970年2月 (pp.1
-36)●
189鶴田満彦 ｢F帝国主義論｣とカウツキーの超帝国主義論｣F経済172,1970年4月 (pp.196-208)
190 山本佐門 ｢修正主義論争以後のドイツ社会民主党.)-ダーの政治指導路線- カール･カウツキーを中心として｣(1)
(2)F北大法学論集121-3,1970年12月 (pp.113-185).2卜 4,1971年3月 (pp.90-130)/rドイツ社会
民主党とカウツキー｣〔-ⅠⅠ-184〕(pp.95-150)
191大兄博 ｢小段経営と農村家内工業- カウツキ-説とダーヴィト説｣r農業総合研究125-1,1971年2月 (pp.
105-153)*
192 伊藤定良 ｢1910年におけるドイツ社会民主党の党内抗争｣1971年4月 〔-Ⅰ-66〕
193 東中野修 ｢ドイツ社会民主党と修正主義論争- 改革と革命の問題｣1971年12月 〔-I-67〕
194 大野節夫 ｢F権力への道lと ｢消耗戦略｣- カウツキ-研究序説｣r経済学論叢J〔同志社大〕1915･6,1972年
2月 (pp.1-38)
195 降旗節雄 ｢カウツキーの帝国主義政策論｣F帝国主義論の史的展開｣現代評論社,1972年3月 (pp.90-99)-Ⅰト
291,lV-176
196 原田縛 ｢ドイツ社会民主党とキ-ル農業綱鎖｣r社会科学論集j〔九州大〕12,1972年3月 (pp.63-92)
197 大野節夫｢ドイツ社会民主党の帝国主義論の諸特散- 平和的帝国主義論と帝国主義的経済主義｣F経済学133-3･
4,1972年5月 (pp.106-118)-lV-180
198 大野節夫 ｢カール･カウツキ-と急進左派- 1912年軍縮論争をめく･って｣r経済学論叢12013,1972年6月 (pp.
1-36)
199 伊藤誠 ｢カウツキー｣鈴木鴻一郎編 Fマルクス経済学講義J青林書院新社,1972年9月 (pp.136-182)-Ⅰ卜295
200 安藤実 ｢カウツキー主義批判｣島恭彦･宇高基軸･大橋隆憲･宇佐美誠次郎編 r新マルクス経済学講座｣2(帝国主
義の理論),有斐閣,1972年10月 (pp.289-297)









206 田中克彦 ｢言語から見た民族と国家- カウツキー再読｣r思想j604,1974年10月 (pp.24-44)/ ｢カール･カウ
ツキーと国家語｣r言語からみた民族と国家l岩波書店 (現代選書13),1978年8月 (pp.139-187)
207 枝川洋 ｢カウツキー農政論序説一 研究ノート｣r農業経営経済研究ノート たたら農経｣2,1975年●
208 市原健志｢帝国主義と金融資本に関するノート- 帝国主義論史上の先駆的文献について｣r商学論纂｣〔中央大〕171
2,1975年7月 (pp.123-158)
209 保住敏彦 ｢第2インタ-ナショナルの植民政策論争とカウツキーの帝国主義認識｣r法経論集｣経済 ･経営篇 〔愛知
大〕78,1975年8月 (pp. 1-28)
218 田中優 ｢くカウツキ-主義)に関する一考察｣r史学研究l〔広島大〕128,1975年9月 (pp.20-40)
211 枝川洋 ｢カウツキ-の農業 ･農民理論の性格について- r農業問題j(1899年)における社会化論の意義｣r茨城大
学農学部学術報告｣23,1975年10月 (pp.131-143)
松岡利道 ｢帝国主義論の学説史的研究- ドイツ社会民主党を中心に｣1975年11月 〔-Ⅰ一75〕
奥泉活 ｢F超帝国主義｣と国家｣原田三郎編 r資本主義と国家｣ ミネルヴァ書房,1975年12月 (pp.161-178)





216 柳原太郎 ｢クノ-とカウツキーの国家論争- 国家と社会の問題に関連して｣r紀要j〔奈良文化女子短大〕7,1976
*11月 (pp.25-40)I
217 市原健志 ｢カウツキーとヒルフアディソグ帝国主義論の相違について- 1900年代初頭の関税政策論を中心にして｣
r商学論纂j18-4,1976年11月 (pp.47-85)-IV-229
218 保住敏彦｢帝国主義論史におけるカウツキ -ー 1901-1909年期の理論の特徴と限界｣F愛知大学30周年記念論文集j
(経済編),1976年11月 (pp.61-90)




横川洋 ｢カウツキー F農業問題jにおける理論と政策｣r茨城大学農学部学術報告125,1977年10月 (pp.115-183)
大和田寛 ｢カウツキーの小農把握について｣r東北大学農学研究所報告129-1･2,1978年3月 (pp.77-90)
伊藤定良 ｢第2インタナショナルと国家問題- 第 1次世界大戦前におけるカール･カウツキーとドイツ社会民主党
を中心に｣天野和夫 ･片岡月 ･長谷川正安 ･藤田勇 ･渡辺洋三編 Fマルクス主義法学講座12,日本評論社,
1978年6月 (pp.107-126)
225 久間清俊 ｢K.カウツキーの帝国主義認識→ 再生産と世界市場論｣F鹿児島経大論集j19-3,1978年12月 (pp.1
-25)
226 市原健志 ｢ドイツ社会民主党(SPD)内の政治的大衆ストライキ論争(1トー 修ー正主義論争までの時期を中心にして｣
｢商学論纂J20-5,1979年1月 (pp.31-80)
227 市原健志 ｢ドイツ社会民主党 (SPD)内の政治的大衆ストライキ論争(2ー 修正主義論争からロシア革命 (1905年)
までの時期を中心にして｣r商学論纂｣20-6,1979年 3月 (pp.33-86)
228 山本佐門 ｢2つの大戦の問のカール･カウッキー- そのポリシェビズム･ファシズム観を中心に｣F北大法学論集｣
29-3･4,1979年3月 (pp.331-358)/ rドイツ社会民主党とカウツキーj〔-II-184〕(pp.278-305)
229 田中良明 ｢カウツキ-の通商政策論｣r経済学雑誌j8012,1979年7月 (pp.36-52)
230 石川勝径 ｢固定資本と周期的恐慌- カウツキー盾環論によせて｣r大樟論叢j〔大阪経済大･大学院〕41,1979年12
月 (pp.67-81)
231 相田慎一 ｢帝国主義の成立とマルクス経済学｣佐藤金三郎編 F基礎経済学大系12(マルクス経済学),青林書院新
社,1980年7月 (pp.303-331)
32 石川勝径｢カウツキー窮乏化論によせて- 小泉氏所説を中心として｣F大阪経大論集』137,1980年9月(pp.27-44)
33 相田慎一 ｢カウツキI F帝国主義論j研究動向｣F経済学史学会年報118,1980年11月 (pp.1-6)-IV-290
34 山本佐門 rドイツ社会民主党とカウツキーj北海道大学図書刊行会,1981年1月 (vih 360,27p.)-Iト 184,190,
228
235 久問清俊 ｢K.カウツキーの超帝国主義論- 民主主義,社会主義論を中心として｣上,F鹿児島経大論集』22-1,
1981年4月 (pp.23-40)










井口孝親訳 rローザ ･ルク七ソプルグの手紙及びその生涯｣同人札 1925年7月 (5,6,3,4,215p.)
山川菊栄抄訳 ｢ローザの獄中よりの吉翰｣rリーブクネヒトとルクゼソプルグ｣上西書店,1925年12月 (pp.65-69)
堺真柄編 F.]ザの手紙- ロザ･ルクセンブルクの獄中消息｣無産社 (無産社′くソフL,ット8),1926年1月 (32p.)
秋元寿忠夫訳 r獄中からの手軌j世界文学札 1952年5月 (165p.)
北郷隆五訳 rローザ ･ルクセンブルクの手紙- ゾフィー･リープクネヒト-｣青木文鼠 1952年11月 (122p.)
孝橋正一訳 rp-ザの手紙J婦人民主クラブ,1964年8月 (113p.)
孝橋正一訳 ｢獄中よりゾフイ･I)-プクネヒトあて｣rt'-ザ･ルクセソプルク 思想･行動 ･手紙J勤草書房,1969
年11月 (pp.165-237)-lil-13
9 秋元寿忠夫訳 ｢獄中からの手紙｣岩波文鼠 1982年5月 (138p.)
Bn'ejTeanKarlundLILiseKalLtS砂 (1896-1918),Berlin1923.LouisP.Lochner(tr.),LeitentoKarlundLouts
Kautsky,NewYork1923.[3]
10 松井圭子訳 rt,-ザ ･ルク-t=ソプルグの手紙- カールおよびルイ-ゼ･カウツキー宛｣岩波文鼠 1932年5月●
11 浅野正一訳 rカウツキー夫妻への手紙J改造文庫1-56,1934年●
12 川口浩･松井圭子訳 Fローザ･ルクIt:ソプルクの手紙- カールおよびルイ-It'･カウツキー宛 (1896-1918)｣岩波
文鼠 1963年10月 (341p.)




14 伊藤成彦訳編 ｢友人への手紙｣中野好夫･吉川幸次郎･桑原武夫編 r世界/ソ7イクショL/全集121,筑摩書房,1961
年10月 (pp.213-358)
15 川口浩 ･松井圭子抄訳 ｢付安 〔友人-の手紙〕｣rp-ザ ･ルクセンブルクの手級』〔-Il-12〕(pp-247-305)
R62aLuksemburg,ListydoLeoTlaJogicleSa-Tyszki,Tomy1-3,Warszawa1968-71.
16 伊藤成彦 ･米川和夫 ･阪東宏訳 rローザ ･ルクセンブルク,ヨギ-ス-の手紙j全4巻,河出書房新社,u)1976年5
月 (327,vip.)(2)1976年7月 (329,vip.)(3)1977年1月 (366,xp.)(4)1977年6月 (334,xv,17p.)
IbaLILremblLYgimGefLilgnis.Hrsg.vonCharlotteBeradt,FrankfurtamMain1973.





ザ ･ルクセンブルク選剰 1,現代思潮社,1962年 月 (pp.25-30)
Pyotokol･･･1899,S.171･5,219,222,265-7,290-1.〔45〕































31 松山止曳訳 ｢綱領に関する演説｣Fp-ザ政治論集- 彼女の過失とその訂正j芸文乱 1927年12月 (pp.215-254)
-I1-144,156



































4 緒方潔 ･沼田光一郎訳 F改良主義論j希望聞,1926年7月 (3,6,2,192p.)

































60 山本統敏他訳 ｢第三幕 〔ベルギ-の闘争〕｣F第2インターの革命論争j〔-Iト 20〕(pp.150-156)
'UndzumdrittenMatedasbelgischeExperiment',NS.112.[284]

















































































94 野村修訳 ｢きたるべき報復｣r選剰 3(pp.98-102)
R.L.･.-DergelbeSklaventanz',Sozz'aldelnOk71aLiscJleKoryesPonde712,10Feb.1914,Nr.17.〔561〕















































































131 丸山敬一訳 ｢Fポ-ランド問題と社会主義運動J序文｣F中京法学J13-2,1978年8月 (pp.67-110)
Anon∴ZdobyTleL10lEOjnej.CodalejP(Fromthedaysofrevolution.Whatnext?),Crac6W1905.Warszaw1906.
〔675,685〕






136 久留問鮫造抄訳 ｢資本主義社会に於ける再生産の問題 (p-ザ･ルクセ-/プルグ F資本累積論]よりの二重)｣r大原
社会問題研究所パンフレッり 12,1923年8月 (58p.)
137 杭田千元訳 F資本蓄積論｣全2分冊,白揚社,1926年3月 (4,2,2,294p.),1926年9月 (295-609p.)
138 益田豊彦 ･高山洋吉訳 F貿本蓄積論｣同人礼 1927年11月 (3,1,3,614p.)
139 益田豊彦 ･高山洋書訳 ｢資本蓄積論｣F社会思想全集j14,平凡社.1929年2月 (pp.3-575)-Il-154
140 長谷部文雄訳 F資本蓄積論J全3分冊,岩波文庫,uj1934年 7月 (217p.),肘 m'
141 高山洋書訳 r資本蓄積論j全3分f乱三笠文庫,Ltj1952年4月 (170p.),榊1952年10月(188p.),m1952年10月 (211p･)




143 田窪清秀訳 ｢ミリタリズム,戦乱 労働者階級｣r選集｣3(pp.108-122)
Junius:DieKrisederSozl'aldemokraie.AI27u"lg.II,eilsa'tzetiberdieAufgabenderz'niernalionalenSoZialde-
1710kratl'C,Zirich1916.〔689〕
144 松山止曳訳 ｢社会民主党の危践 (附録国際的社会民主々義の任務に関する方針書)｣rローザ政治論集｣〔-ITI-31〕
-206-
(pp.3-170)



















153 宗道太訳 F資本蓄積再論- 亜流はマルクス説から何を作り出したかj同人社,1926年7月 (276p.)
154 宗道太訳 ｢資本蓄積再論- 亜流はマルクスの理論から何を作り出したか,-一つの反批評｣F社会思想全集』14〔-
Ⅰ1-139〕(pp.577-738)
155 長谷部文雄訳 F資本蓄積再論- 亜流はマルクスの理論から何を作ったか』岩波文鼠 1935年2月 (224p.)
Dier7LSSischeRevohLtion.EinekrifischeWfE'Tdz'gzmg.AILSdemNacJzlL7SSJeJmlSgegebe71ZlJZdeiJzgelez'IL,II.OJZPml
Leui,Berlin1922.〔698〕
156 松山止曳訳 ｢露西亜革命について｣Fローザ政治論集』〔-Ⅰ卜 31〕(pp.171-213)
157 清水幾太郎訳 ｢ロシア革命論｣F選集14(pp.226-264)
158 篠原正英訳 ｢ロシア革命｣佐藤昇編･解説 F社会主義の新展開J平凡社 (現代人の思想18),1968年1月(pp.46-84)
Einfz'Fhy7LngindieNationalb-konomie.H7･Sg.i,OnPatElLeL･1-.Berlin1925.〔699〕
159 佐野文夫訳 FF経済学入門j叢文閲,1926年3月 (3,8,462p.)
D 佐野文夫訳 F経済学入門1岩渡文嵐 1933年2月 (374p.)
1 高山洋書訳 r経済学入門j三笠文嵐 1953年5月 (3,351p.)
2 高山洋書訳 F経済学入門j(増補改訂版),日月社,1956年11月 (385p.)








文 (丸山文献で34項目)と告評 (同20項 目)は省略してあるので,その点からも氏の労作の参照は不可欠である.
164 山川菊栄｢リ-プクネヒトとルクセソプルグ｣F新社会｣6-3,1919年7月(pp.44-49).6-4,1919年9Fj(pp.
40-48)
165 山川菊栄述 Fリープクネヒトとルク七ソプルグjインタナショナル祉 (水曜会パンフレット6),1921年10月(28p.)
166 福凹徳三 ｢貿本増殖の理法とTi本主義の崩壊｣F改造11921年10,11月号●/ F社会政策と階級闘争1'
187 河上堅 ｢福田博士の F資本増殖の理法｣を評す｣(共の1)(共の2)F社会F.nFj題研究』31,1922年 3月 (pp.1-36).
32,1922年4月 (pp.1-40)
168 河上堕 ｢資本復生産に関するマルクスの表式 (福田博士の F資本増殖の理法』を許す- 1E･の3)｣F社会FH]越研究』
33,1922年5月 (pp.1-36)
169 河上整 ｢資本主義的生産の必然的行き詰 りの理法 (福田博士の 『資本増殖の理法』を評す- その4)｣『社会liり越研
究｣34,1922年 6月 (pp.1-38)
170 井口孝親 ｢独逸革命の俵牲老ローザ･/レク七ソプルグ｣F我等j516,1923年6月 (pp.1-24).5-7,1923年
7月 (pp.1-17)
171 TI生 〔石浜知行〕｢カアルとローザの夕 (放浪記)｣F社会思想J4-3,1925年3月 (pp.40-44)
172 大内兵衛 ｢p-ザ ･ルク七ンブルグの手紙｣F村人公論11925年 7月'/F経済学散歩』思索社,1948年7月 (pp.
99-115)/同,哉土杜,1951年6月(pp.99-115)/F大内兵街著作集』9.ギ‡波召店.1975年8月(pp.217-228)
173 榔lfl民蔵 ｢p-ザ･ルクIt:ソプルグの思ひ出- ど-コ-ザ･ルク七ソプルグの手紙』(井口孝親氏訳)を読む｣F我等j
7-10,1925年10月 (pp.ll-24)/ F桁田民歳全集｣I(唯物史観),改造社.1935年5月.1947年6月(pp.
301-315)/ F社会主義は闇に面するか光に面するか他j朝E]文庫23,1951年8月 (pp.219-237)/ 帽 Ft眠
蔵全集J1.社会主義協会出版局,1978年6月 (pp.449-462)/ F社会主義は問に面するか光に面するか』朝
日遠雷165,1980年9月 (pp.119-135)
174 LLJ川菊栄 F.)-プクネヒトとルクゼソプルグj上西召店,1925年12月 (71p.)
175 猪俣津南雄 ｢柴本主義崩壊の理論的限拠｣F改造j8-1,1926年 1月(pp.60-89)/F帝国主義研究』改造社,1928
年 1月 (pp.1-64)
176 河上聾 ｢労働の生産力の発展と資本蓄板との衝突 (ローザ･ルク七ソプルグの F資本の蓄后｣について)｣F社会問題
研究j69,1926年2月 (pp.1-25)
177 河上整 ｢資本蓄積の行き詰まり (前冊の補遺)｣F社会問題研究j70,1926年4月 (pp.1-34)
178 西雅雄 ｢国民経済か世界経済か- p-ザ･ルクセンブルクの F経済学入門Jを読む｣Fマルクス主義j4-4,1926
年4月 (pp.34-55)
179 佐多忠隆 ｢姿本主義崩壊過程の理論的研究- p-ザ ･ルクセンブルク著 F資本蓄較論』を読む｣F帝国大学新聞1
1927年 1月30日●
180 高村浪夫編訳 Fローザ ･ルク七ソプルグl弘文堂,1927年7月 (2,2.231p.)
181 〔山川菊栄〕｢ローザの逸話｣F労創 2-9,1928年10月 (附録 ･婦人版p.7)
182 正富江洋 ｢p-ザ ･ルク七ソブルグ嬢を懐ふ｣F現代日本文学全刺 37(現代日本詩集 ･現代口本洪詩集),改造杜,
1929年4月 (pp.338-339)
183 生田春月 ｢ロオザ ･ルクセンブルク｣F現代日本文学全集137〔-lト 182〕(p.384)
184 守田有秋 ｢ローザ ･ルキゼソプルグ｣F世界革命婦人列伝j解放杜 (解放郡召33),1929年●
185 浅野正一 ｢資本蓄掠論の一視点- 資本論の方法より｣r新興科学の旗のもとにj2-12,1929年12月 (pp.33-52)
-208-
186 久留問鮫造 頂 本の蓄積と固定資本の償却基金- 猪俣氏著 F帝国主義研剰 中の-論点について｣F大原社会問題
研究所雑誌18-2,1931年9月 (pp.25-62)
187 落合敏也 ｢名著物語- p-ザ･/レクセソプルグ r資本蓄積割 F経済往剰 6-12,1931年12月 (pp･110-120)
188 河合栄治郎 ｢独逸社会民主党とマルキシズムの修正｣1934年6月 〔-Ⅰ-32〕
189 山川菊栄 ｢女性社会改良家p-ザ･ルク七ソプルグの人と生涯｣｢婦人公剥 1934年12月 (pp･251-257)
190 相原茂｢資本蓄積論争- p-ず,ツガソ,グロ-スマソを中心として｣r経済評剃 1-7,1946年10月(pp･41-58)/
｢蓄積異見抄｣F蓄積と恐慌1角川書店,1949年12月 (pp.127-167)
191 越村信三郎 ｢資本蓄積の理論とその現段階的意義｣F資本蓄積と計画経捌 経済社,1948年9月 (ppl1-84)
192 松井圭子 ｢ローザ ･ルク七ソプルク- 女流革命家の生涯｣r思剰 14,1948年9月 (pp･56-64)
193 坂本徳松 Fp-ザ･ルクセンブルクJ叢土社 (革命思想家評伝叢書),1949年2月 (7,315p.)
194 関嘉彦 ｢革命 ･独裁 ･民主主義- マルクス,カウツキー主義批判｣1949年12月 〔-Ⅰ-144〕
195 猪木正道 rドイツ共産党史- 西欧共産主義の運命｣弘文堂 (7テネ新書4),1950年1月 (164p.)/ F社会思想入
門】有紀書房,1962年12月 (pp.79-211)
196 松井清 ｢ローザ ･ルクセソプルグにおける国民経済と世界経済｣F国民経済と世界経済- 民族理論との関係におい
て｣弘文堂 (アテネ新書18),1950年5月 (pp.44-79)
197 新島繁 ｢資本蓄積論｣r社会科学文献解題l〔-I-145〕(pp.135-139)




200 猪木正道 ｢p-ザ ･ルクセソプルグについて｣秋元寿恵美訳 F獄中からの手紙j〔-Il15〕(pp.153-165)
201 松尾博 ｢世界経済の概念に関する-試論- ローザ･ルクセ-/プルグの見解を中心として｣F彦根論叢j〔滋賀大〕ll,
1952年10月 (pp.33-65)
202 大内兵衛 ｢rロ-ザ･ルクセンブルクの手紙Jによせて｣北郷隆五訳 Fp-ザ ･/レクセソブルクの手紙』〔-I1-6〕
(pp.105-118)/ F現代随筆全集j8(大内兵衛･南原繁集),創元社,1953年10月 (pp.149-160)/ F大内
兵衛著作集j9,岩波害TE,1975年8月 (pp.229-241)
203 太陽寺順一 ｢ローザ･ルクセソプルグ解釈の動向 (学界展望)｣F経済評論j3-4,1954年4月 (pp.128-132)
204 三浦純雄 ｢戦争と内乱- 第1次世界大戦とp-ザ･/レクセソプルグ｣民主主義科学者協会歴史部会編 F世界歴史講
座｣5,三一書房,1954年6月 (pp.7-36)
205 神近市子｢闘いの人生- p-ザ･ルクセソプルグ｣F灯を持てる女人- 二十世紀世界婦人評伝j室町新吉101,1954
年10月 (pp.157-166)
206 堀新一 ｢恐慌学説批判(4トー ローザの再生産論｣F名城商学j5-3･4,1956年3月 (pp.55-122)
207 吉村励 ｢ローザ/･ルクセンブルク｣大河内一男･向坂逸郎･高島義哉･都留重人･名和統一編 F社会主義講刻 3 (辛
命と行動の社会主義),河出書房,1956年6月 (pp.282-290)
208 平井潔･古沢友吉 r解放史上の三女性- マルクス夫人 p-ザ･ルクセンブルク,レーニン夫人j東洋経済新報社,
1956年10月 (266p.)
209 相原茂 ｢ローザ ･ルクセソプルク｣rマルクス経済学の発展j,1956年11月 〔-Ⅰ-155〕(pp.165-242)
210 清水嘉治 ｢S.デゥヴォイラッキーの ｢市場理論｣について- ロ-ザ F帝国主義論j批判の再検討のために｣F経済
系135,1957年7月 (pp.44-51)
211 鈴木喜久夫 ･吉田震太郎 ｢再生産蓑式論｣Fマルクスの批判と反批判j〔-I-42〕(pp.179-213)
212 吉村正晴 ｢p-ザ r拡張再生産表式の矛盾』に関する研究- 貿易問題への再生産論の適用方法の-吟味｣(前篇)
F森教授記念論文集j(産業労働研究所報〔九州大〕別冊),1958年3月(pp.143-166).(後篇)F経済学研究』
23-3･4,1959年4月 (pp.129-149)
213 熊谷一男 ｢ローザ･ルクセンブルク F資本蓄積論j(古典案内)｣F経済セミナ 』ー24,1958年11月 (pp.54-57)







17 池上惇 ｢p-ザ ･ルク七ソプルクの資本蓄積論と貨幣蓄蔵の理論｣r経済論叢j84-5,1959年11月 (pp.36-50)
18 西川正雄 ｢ローザ ･ルクセンブルクとドイツの政治｣F史学雑誌j69-2,1960年2月 (pp.1-46)
19 海道勝稔 ｢拡大再生産蓑式における資本主義の内在的矛盾と恐堤- p-ザ ･ルクセソプルグ再生産論論争の考察｣
F富大経済論集｣5-4,1960年3月 (pp.55-86)
220 西川正雄 ｢ローザ ･ルクセンブルク解釈の流れ｣r歴史学研究J239,1960年3月 (pp.45-53)
221 海道勝稔 ｢拡大再生産表式と帝国主義の r経済的基経J- I-ザ ･ルク七ンプルグ再生産論論争の考察｣r富大経
済論集｣6-2,1960年10月 (pp.1-19)
222 高山満 ｢p-ザ･ルクセンブルク r資本蓄積論lにおける-問題点 くローザ研究覚書)- q-ザにおける ｢不均等
発展｣-｢内在的矛盾｣(資本制総再生産における)の理解を中心に｣r東京経大学会誌129･30,1960年12月(pp.
109-128)
223 関恒義 ｢ローザ ･ルクIt:ンプルグ｣r一橋論捌 4514.1961年4月 (pp.92-108)
224 酒井良樹 ｢ローザ･,レク七ソプルグと社会主義｣r東京大学新聞j454,1961年5月17日 (pp.8-9)/ F現代思想1
1961年 8月'/ 〔酒井角三郎と改名のうえ〕rローザ ･ルクセンブルク論集j〔-111281〕(pp.329-345)
2.25 清水幾太郎 ｢ローザ ･ルクセンブルクから｣F現代思想j1961年●
226 伊藤成彦 ｢"誤ちにつけこむ"ということ- 最近のローザ ･ルクセンブルクの評価｣F図書新聞1607,1961年6月
10日 (p.2)
227 南成四 ｢ルカ-チのローザ･ルク七ソプルグ論｣r月刊さんいちJ4-12,1961年12月 (pp.9-14)/ rローザ･ル
クセンブルク論集J〔-Ⅰト281〕(pp.346-356)
228 松田秀人 ｢スパルタクス派のプロレタリア党組織論- ローザ ･ルクセソプルグの理論を中心として｣r政治研究j
〔九州大〕10･11,1963年3月 (pp.58-87)
29 西村達夫 ｢実現の論理とp-ザ･ルクセムプルク｣F東北学院大学論集J〔経済学Nf7〕43,1963年6月 (pp.25-46)
30 有田稔 ｢マルクス理論とローザ理論の問｣F経折論集J〔関西大〕13-1･2,1963年6月 (pp.105-126)
31 松岡保｢ローザ･ルクセンブルク｣松田道雄編F反逆老の肖像｣(20世紀を動かした人々13).講談社,1963年7月(pp.
97-172)




234 伊藤成彦 ｢ローザ ･ルクセンブルクの人と思想- 死後45年の記念に｣r思想j480,1964年6月 (pp.166-174)
235 海道勝稔 ｢ローザ･ルクセンブルク拡大再生産表式の基本的性格｣r土地制度史学125,1964年10月 (pp,26-39)
236 清水多吉 ｢修正主義論争｣現代イデオロギー研究全編 F研究論叢j1964年12月事/ rローザ ･ルクセンブルク論集1
〔-1Ⅰト281〕(pp.57-73)
237 平井俊彦 ｢ルカーチの Fローザ ･ルクセンブルク論山r甲南経折学論集J62,1965年3月 (pp.45-66)
238 柴凹高好 ｢｢平和革命l論の歴史的系譜- ローザとグラムシ｣r思想J494,1965年8月 (pp.37-56)




241 松井圭子 ｢嵐の中の不屈の生性 (R.ルクセンブルク)｣F潮j1965年11月 (pp.285-289)
242 広田司朗 ｢日]結の理想と分要望の現実｣Fマルクスと社会主義者j1966年1月 〔-Ⅰ-55〕




245 伊藤域彦 ｢正しいローザ像のために- 柴rt]高好氏 ｢F平和革命J論の歴史的系譜｣批判｣｢思想｣502,1966年4月
(pp.102-108)
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246 静田均 ｢資本蓄積と帝国主義- p-ザ ･ルクセンブルクに関する覚え雪｣rオイコノミカj3-1･2,1966年7
月 (pp.1-9)




249 竹本信弘 ｢p-ザ ･ルクセンブルクのポ-ラソド革命論- 若普p-ザの思想と行動(2)｣隠 済論叢j98-2,1966
年 8月 (pp.55-74)/ 〔248と併せて滝田修 ｢若きローザの思想と行動｣と改名･改題のうえ〕Fローザ･ルク
セソプルク論集｣〔-m-281〕(pp.ll-56)
250 早川修二 ｢運動論･組織論をめぐるローザ･ルクセソプルグの思考方法｣F現状分析j31,1966年10月 (pp.23-42)
251 高山満 ｢ローザ･ルクセソプルグー 一一経済学方法論と F資本蓄積論j- ヒル77-ディソクとの対比において｣r経
済研究J〔一橋大〕17-4,1966年10月 (pp.358-362)-IV-135




54 田村雲供 ｢ローザ ･ルクセンブルク文献目録｣r社会科学j〔同志社大〕211,1967年2月 (pp.152-125)
55 柴田高好 ｢革命の弁証法｣F思想｣516,1967年6月 (pp.29-44)
56 真木実彦 ｢.,-ザ ･ルクセンブルク F資本蓄積論｣に対するレーニンの評註｣L耶 F商学論集j〔福島大〕36-1,
1967年6月 (pp.176-204).36-2,1967年 月 (pp. )
257 鶴田満彦 ｢ローザ ･ルクセンプルグをめぐる論争｣F資本論の展開j1967年12月 〔-I-65〕(pp.150-161)
258 山口正之 ｢停滞から発展-の移行についての-論点- p-ザ･ルクセンブルクからミ-イル･カレツキーへの継承
を中心に｣F経済評論J17-1,1968年1月 (pp,144-157)
259 桝本純 ｢.]-ザ･ルクセソプルクの視点一一く西方)革命者の相貌｣F現代の理論j49･50,1968年2月(pp.36-46)/
〔川田洋 ｢ローザ ･/レクセソプルク-の視点｣と改名 ･改題のうえ〕rローザ ･ルクセンブルク論集1〔-Iト
281〕(pp.141-161)
260 松田秀人 ｢r自然発生性理論｣の問題とローザ ･ルクセンブルク理論の特質一 最近の東独におけるス′(ルタクス派
評価への批判として｣r政治研究j16,1968年3月 (pp.53-84)
1 鶴田満彦 ｢再生産論と帝国主義分析｣｢商学論纂j9-6,1968年3月 (pp.1-34)
2 松田秀人 ｢ローザ ･ルクセンブルク評価の流れ｣r社会主義j201,1968年8月 (pp.95-108)
3 肥前栄一 ｢ローザ･ルクセンブルクの資本主義観の二･三の特質について- ドイツ革命との関連からみた試論ノー
ト｣内田義彦･小林昇編 F資本主義の思想構造J岩波書店,1968年8月 (pp.227-251)/ Fドイツ経済政策史
序説j未来社,1973年12月 (pp.356-381)
264 竹本信弘 ｢ローザ･ルクセ1/プルクの社会主義運動論｣F思想j531,1968年9月 (pp.20-42)/ 〔滝田修 ｢ローザ
の社会主義運動論｣と改名 ･改題のうえ〕Fローザ ･ルクセンブルク論集j〔-lI1281〕(pp.99-140)
265 竹本信弘 ｢ローザ･ルクセンブルクのマルクス主義方法論- F社会改良か革命か』の1つの論点｣F経済論叢jlO2-
4,1968年10月 (pp.17-36)/ 〔滝田修 ｢ローザの立場｣と改名 ･改題のうえ〕Fローザ ･ルクセンブルク論
集｣〔-Ⅰ1-281〕(pp.74-98)






269 孝橋正一 Fl,-ザ ･ルクセ-/プルグ 思想 ･行動 ･手紙j勤草書房,1969年11月 (4,333p.)
270 松田秀人 ｢レーニンと.]-ザ･ルクセソプルグー一組織問題における対立を中心として｣F社会主義j216,1969年12
月 (pp.28-36)
271 諌山正 ｢ローザ ･ルク七ソブルグの Fロシア革命論 j の 思 想 的 背景｣r唯物史観』8,1970年2月 (pp.58-68)
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山口正之 ｢ローザ･ルクセンブルクの自動崩壊論批判｣r経済｣72,1970年4月 (pp.230-250)







277 松岡利通 ｢ローザ･ルクセンブルク評価の変遷｣F経済学雑誌｣63-4,1970年10月 (pp.61-80)
278 肥前栄一 ｢解説- ポーランド･ナショナ リズム論争 ノート｣Fポーランドの産業的発展｣〔-Ⅰト130〕(pp.
199-236)/ 〔｢ポーランド･ナショナリズム論争ノ-ト- p-ザ ･ルクセンブルク rポーランドの産業的発
展｣の背景｣と改題のうえ〕Fドイツ経済政策史序説J未来社,1973年12月 (pp.382-411)
279 酒井角三郎 ｢序｣rローザ･ルクセンブルク論集j〔-Il-281〕(pp.5-10)/初出 :明治大学消費生活協同組合発
行 r季刊 ･読書ジャーナル｣1961年9月●
280 向山宗一 ｢p-ザ r蓄積論｣の現代的意義｣rローザ ･ルクセンブルク論集｣〔-Il-281〕(pp.163-260)
281 酒井角三郎 ･滝田修 ･清水多書 ･向山宗一 ･川田洋 ･南成四 ･浜田泰三 rローザ ･ルクセンブルク論集J情況出版,
1970年12月 (361p.)-lト224,227,236,248,249,259,264,265,268,275,279,280
282 西川正雄 ｢ローザ-ルクセンブルク- 史料と文献｣r思想J559,1971年1月 (pp.120-133)
283 星野中 ｢帝国主義と資本制生産の歴史性- ローザ･ルクセンブルク r社会改良か革命か｣を中心に｣武田隆夫･遠
藤湘吉 ･大内力編 r資本論と帝国主義論｣下,東京大学出版会,1971年2月 (pp.159-177)-ⅠⅤ-162
284 伊藤成彦 ｢日本社会主義運動とローザ･ルクセソプルグ｣r商学論劉 12-5･6,1971年3月 (pp.371-389)-
ⅠⅠ-288
285 渡辺昭 ｢ローザ･ルクセンブルク F資本蓄積論Jの提起した問題｣F社会科学J4-2,1971年3月 (pp.69-113)
286 伊藤定良 ｢1910年におけるドイツ社会民主党の党内抗争｣1971年4月 〔-I-66〕
287 伊藤成彦 ｢ローザ･ルクセンブルク資料紀行｣(1ト(5),1608,1971年8月9日 (p.6).1609,1971年8月16日 (p.
6).1611,1971年9月6日 (p.6).1612,1971年9月13日 (p.6).1613,1971年9月20日 (p.6)
288 伊藤成彦 ｢日本社会主義運動とローザ ･ルクセンブルク｣r思想1568,1971年10月 (pp.39-55)-Ⅰト284
289 松岡利道 ｢ローザ･ルクセンブルク F資本蓄積論]研究-の一視点- r資本蓄后論｣論争をめぐって｣r経済学雑誌｣
65-4,1971年10月 (pp.105-127)





解について｣(1x2)r法経論集j経済･経営編 〔愛知大〕68,1972年3月 (pp.149-170).70,1973年1月 (pp,
81-106)-ⅠⅤ-177
294 伊藤成彦 ｢ロ-ザ･ルクセンブルク- F社会改良か革命か山 石堂活倫･菊地昌典編 r革命思想の名著12選j学陽書
房,1972年9月 (pp.93-117)
295 星野中 ｢ローザ ･ルクセンブルク｣Fマルクス経済学講義J1972年9月 〔-1ト 199〕(pp.183-261)
296 小沢光利 ｢恐慌論の一面化過程の分析- 窮1次大戦前夜の r恐慌-再生産論争｣(189611913)をめく･って｣r経済
学研究j〔北海道大〕22-2,1972年 9月(pp.55-109)/F恐慌論史序説｣梓出版社,1981年11月(pp.74-136)
297 聴涼弘 ｢rp-ザ ･ルクセソプルグ論Jを評す- トロツキストの反革命的意図との閑適で｣r前衛J345,1972年10
月 (pp.109-119)




300 静田均 ｢帝国主義と資本蓄積- R･ルクセンブルク対N.プ-J)ソ｣(1x2)F名城商判 22-2,1972年11月 (pp.
-212-
23-35).22-3,1973年3月 (pp.62-134)
301 市原健志 ｢崩壊論争史- r恐慌と崩壊｣,19世紀末におけるドイツ社会民主党の F崩壊論争｣を中心として｣F大学
院研究年報｣〔中央大〕2,1973年3月 (pp.47-62)
302 横山憲秀 ｢ポーランド時代のp-ザ･ルクセンブルク｣r歴史研究j〔大阪教育大〕10,1973年3月 (pp.84-110)
303 降旗節雄 ｢ローザ ･ルクセンブルクの蓄積論｣r講座帝国主義の研究J1,1973年3月 〔-II-201〕〔pp.46-56〕
304 湯浅迦男 ｢帝国主義と く民族問題)｣F民族問題の史的構造- 国民的生産力批判序説j1973年8月 〔-II-202〕
305 伊東孝之｢東欧の民族問題とマルクス主義の民族自決権概念- p-ザ･ルクセンブルク｣Fスラブ研究j〔北海道大〕
18,1973年9月 (pp.53-96)
306 西川正雄 ｢ローザ ･ルクセンブルクと7ジェソデ- マルクス主義研究国際週間に参加して｣F朝日新聞』1973年10
月19日 (夕刊)(p.7)
307 伊藤成彦 ｢新しい社会主義像への模索- "p-ザ･/レクセソプルク研究国際会議"から｣r思想1594,1973年12月
(pp.151-159)
3D8 伊東孝之 ｢ローザ ･ルクセンブルクとロシア革命｣F中央公論 歴史と人物1(特集 ･レーニンとロシ7革命),1974
年 1月 (pp.170-184)
309 松岡利道 ｢ローザ･ルクセソプルクの帝国主義論- その生成史的考察｣F経済学論集1〔龍谷大〕13-4,1974年3
月 (pp.36-63)
310 降旗節雄 ｢ローザ･ルクセンブルクの F資本蓄積論jJFマルクス経済学の理論構造j1974年6月 〔-IIl205〕(pp.
197-200)
311 松岡利通 ｢ロ-ザ･ルクセンブルク- その人と思想｣杉原四郎･菱山泉編 Fセミナー経済学教室J2 (経済学史),
日本評論社,1974年6月 (pp.175-180)-ⅠⅤ-202
312 富永畢生 ｢ローザ･ルクセソプルクのロシア革命論をめく･って｣ um F青山法学論集11611,1974年6月 (pp.
31-69).16-2,1974年12月 (pp.127-157)/ F独ソ関係の史的分析 1917-1925j岩波書店,1979年3月
(pp.154-216)
313 星川順一 ｢ローザ･ルクセソプルグ r資本蓄積論1の論理構成について｣F経済学雑誌j71-1,1974年7月 (pp.
1-34)
314 丸山敬一 ｢ロ-ザ ･ルクセソブルクとポーランド問題- p-ザ民族理論の問題点｣F法学雑誌j21-1,1974年9
月 (pp.41-82)
315 木村真樹男 ｢ローザ･ルクセソプルクと Fポ-ランド問題JJF文学研究科紀要j〔早稲田大 ･大学院〕別冊 1,1975
年 2月 (pp.215-231)
3川 丸山敬一 ｢ローザ･ルクセンブルク- 社会民主主義運動論を中心として｣岩佐幹三･山崎時彦編 F政治思想･歴史
と現代｣法律文化社,1975年5月 (pp.122-146)
317 大野節夫 ｢民族と階級との関連について- p-ザ ･ルクセソプルグとレーニン｣(lXZ)r経済学論叢』〔同志社大〕
23-3･4,1975年6月 (pp.74-99).23-5･6,1976年2月 (pp.55-116)
318 岡村東洋光 ｢ローザ･ルクセンブルク研究の一視角- rプロレタリア一日 派のポーラソド論と若きローザ｣F経済
論究J〔九州大 ･大学院〕34,1975年7月 (pp. 1-26)
319 嶋田紅衛 ｢rポーランドの産業的発展｣にみられるローザ理論の特徴- ローザ･ルクセソブルク経済理論の研究(1)｣
F経済学｣〔東北大〕37-1,1975年8月 (pp.93-108)-m-343
320 升味準之輔 ｢ソレル･ベルンシュタイン･ルクセンブルク- ユートピアと権力 (その2)｣1975年8月 〔-I-74〕
321 石川勝径 ｢p-ザ r資本蓄宗論Jの-批判- 山田氏の批判によせて｣F大枠論叢J〔大阪経済大･大学院〕7,1975
年 9月 (pp.1-9)
322 伊東孝之 ｢最近のローザ ･ルクセンブルク研究- ポーランドにおける活動を中心として｣Fスラブ研究』20,1975
年10月 (pp.143-174)
323 梅田美代子 ･阪東宏 ｢ローザ･ルクセンブルク研究をめぐって｣f歴史評論j306,1975年10月 (pp.30-47)
324 田沢哲 ｢ローザ･ルクセンブルクと現代｣(1)～(4)F新地平i(月刊労働者総合誌)1975年10･11月 (pp.10-15).1976
年 2月 (pp.106-111).1976年8月 (pp.122-126).1977年8月 (pp･90-97)
325 松岡利道 ｢帝国主義論の学説史的研究- ドイツ社会民主党を中心に｣1975年11月 〔-I-75〕
326 神代光朗 ｢二つの.,-ザ･ルクセンブルク論｣(1x2)r三田学会雑誌j68-ll･12,1975年12月 (pp.60-66).69-
1,1976年 1月 (pp.44-55)
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327 倉田稔 ｢ドイツ社会民主党とストライキ論争- ヒル77ディソグとローザ｣r労働運動史研究｣59(日本の統一戦
線運動),労働旬報社,1976年6月 (pp.275-291)-lV-221
328 川合研 ｢p-ザ ･ルク七./プルクr資本蓄積論Jについて- 資本蓄積の困難性を中心に｣r経済学雑誌175-1,
1976年7月 (pp.55-71)
329 渡辺昭 ｢ローザ･ルクセンプルグ帝国主義論の方法｣r帝国主義研究｣ⅠⅠ,1977年3月 〔-I-78〕(pp.373-418)
33D 松岡利通 ｢帝国主義と資本蓄括｣l講座経済学史】4,1977年4月 〔-1180〕(pp.93-108)





333 阪東宏 ｢ポ-ランド･マルクス主義者の第-世代- 覚書｣r歴史評論1329,1977年9月 (pp.1-9)
334 宅和公志｢重商主義の一断片- p-ザのr外部的市場｣をめく･って｣r商学集志j〔日本犬〕47-2,1977年11月(pp.
73-86)
335 西川正雄 ｢ローザ･ルクセンブルクの生家と墓｣F学内広報J〔東京大〕391,1977年12月 (pp.12-13)
33.6 伊藤武 ｢p-ザ ･ルク七ソ7'ルグと拡大再生産｣r大阪経大論剰 121･122,1978年3月 (pp･147-168)
337･松岡利通 ｢帝国主義の必然性と戦争の必然性- p-ザ･ルクセンブルク F社会民主党の危扱｣を中心にして｣r経
済学論集J〔龍谷大〕17-4,1978年3月 (pp.161-194)
338 神代光朗 ｢ドイツ社会民主党のポーランド論争 (1897年～1913年)におけるローザ ･ルクセンブルクの立場｣r三田
学会雑誌171-5,1978年10月 (pp.204-224)




佐川悠二 ｢ローザ ･ルクセンブルク再生産論の基本的性格｣r土地制度史学183,1979年4月 (pp.42-53)
荒木勝｢ローザ･ルクセソプルクのポーランド民族自治論に関する一考察｣r法政論集180,1979年6月(pp.126-165)
松岡利道 ｢t,-ザ･/レクIt:ソブルクの帝国主義論｣羽鳥卓也･吉田静一編 r経済学史)世界書院,1979年6月 (pp.248
-270)
344 嶋田紅街 ｢ローザ･ルクセンブルク経済理論における国民経済の否定- ローザ･ルクセンブルク経済理論の研究(2)｣
r経済学｣41-2,1979年10月 (pp.115-131)-Ⅰト319
5 伊藤成彦 ｢ローザ ･ルクセンブルクとトルストイ｣r信州白樺134･35,1979年11月 (pp.122-130)
6 丸山敬一｢ローザ･ルクセンブルク邦語文献目録- 1921年～1979年末｣｢中京法判 14-4,1980年3月(pp.25-47)
7 渡部恒夫 ｢社会政策論とp-ザ･ルクセンブルクによるベルンシュタイン理論の批判｣1980年4月,1980年7月 〔-
Ⅰ-83〕
348 松岡利道 ｢理論と実践の弁証法- 初期ルクセンブルクの方法｣r経済学論剰 〔龍谷大〕20-4,1981年3月 (pp.
34-50)
349 いいだもも ｢古典案内 ローザ ･ルクセンブルク l経済学入門JJr経済学批判j10,1981年6月 (pp.127-147)
350 丸山敬一 ｢民族の自決権とプロレク.)7-トの自決権- プロレクリ7･インタ-ナショナ･)ズムはいかにして可能
か｣F国家論研究j20,1981年7月 (pp.62-82)
351 川名隆史 ｢ローザ ･ルクセンブルクとポーランド問題- メ-ランド自治をめぐって｣r国家論研究120,1981年7
月 (pp.83-103)
352 福岡利裕 ｢ドイツ社会民主党における修正主義論争｣1981年11月 〔-I-85〕
353 長島伸一 ｢.,-ザ･/レクIt=ソプルクの資本主義観と帝国主義論｣平林千牧編 r経済学説史研究1時潮社,1982年4月
(pp.237-269)
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〔付記〕小稿が成るにあたっては多くの方々の有益な御指導を賜わった｡最近の外国語研究文献目録をはじめ,現物未
確認の文献についてもさまざまな｢情報｣を御教示いただいた東京大学の西川正雄先生,貴重な文献をお貸しいただき,
また本稿掲載の便宜をはかって下さった本学の天野勝行先生,カウツキー研究者 相田慎一氏,ヒルフアディソグ研究
老 河野裕康氏,法政大学大学院の大山均氏に心より感謝いたします｡
末筆ながら,本目録作製のため図書利用の便宜をはかっていただいた,国立国会図害館,社会労働問題研究センター
(大原社研･協調会文庫),法政大学,一橋大学,慶応大学,東京大学,長野大学の各付属図書館の関係者各位に厚くお
礼申し上げます｡
(1982年6月12日)
〔追記〕その後の調査によって,すでに補充の必要が認められる文献が数点あるが,今後の専問研究者諸賢からの御指摘と
あわせて,いずれ機会が与えられたとき増補 ･改訂したい｡
(1982年 7月28日)
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